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令和７年３月31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立川崎北高等学校 学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果）   

 
 

 
視点 

４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月３日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①効果的な学習活
動・進路活動を実践
できるような教育課
程を編成する。 
②生徒が主体的に学
ぶ意欲を高めること
をめざした授業を実
践し、生涯をとおし
て学び続ける資質・
能力の育成を行う。 

①学習指導と評価の一
体化を進めることで多
様なニーズに応える教
育課程の編成のための
基礎を作る。 
②・基礎的・基本的な
知識・技能の習得とそ
れらを活用する力を育
むための生徒の家庭学
習の定着を図る。 

①事故のない成績処理と
学習指導と評価の一体
化を進めるにあたり、
10 段階評価を廃止す
る。 

②授業において多様な意
見を集約したり、まと
めを発表したりする機
会を増やす。 

①10 段階評価を廃止し、
公平で効果的な観点別
評価と５段階評定の一
本化を進めることがで
きたか。 

②・「生徒による授業評
価」において、生徒が
基礎的・基本的な知識
技能を習得した実感を
得ることができたか。 

・家庭学習の時間を増や
すことにつながった
か。 

①３つの観点の評価を
総括し、観点評価と評
定の適正化について教
科ごとに再検討した
り、それに対応できる
成績処理シートを作成
したりするなど５段階
評定の一本化を進める
ことができた。 
②・「生徒による授業
評価」において、「得
た知識を活用できた」
「新たな学びを既習の
ものと結び付けた」と
感じている生徒が約９
割であった。 
・家庭学習の時間につ
いてアンケートを実施
した。定期試験前には
試験勉強を行う生徒が
過半数いるのに対し、
日常的に家庭学習をし
ている生徒は半数程度
であった。また、家庭
学習の内容について
は、約７割の生徒が学
校からの課題に取り組
んでいることが分かっ
た。 

①来年度から使用す
る新たな成績処理シ
ートの活用について
具体的なルールを確
認し、成績処理の共
有・一本化を進め
る。 
②・ICT を活用した
り、ペアワークやグ
ループワークの活動
を多く取り入れたり
と、活発に授業研
究、改善が行われて
おり、その成果が授
業評価にも表れてい
る。成績処理シート
が変わるので、学習
評価の仕方について
研修を進める。 
・学校からの課題を
増やすことや定期試
験ごとに家庭学習の
時間・状況について
把握・分析すること
で、家庭学習の習慣
化を目指す。 
 

①公平で適正な評価の
体系化が進んだ。 
②・「生徒による授業
評価」の状況では、
「目標を確認したり、
学習内容を理解したか
を振り返ったりする時
間があったか」などの
２項目で７月より 12 月
の方が若干低下してい
る。 
学習内容の定着と指導
スキルの向上の両視点
から授業改善に取り組
むことが重要だ。 
・授業の在り方、学習
状況ともに 90％以上の
生徒が「当てはまる」
と回答しているが、家
庭学習アンケートの学
年別回答率で 2,3 年生
の回答率が低いことが
気になる。今後は学年
ごとの取組の特徴がわ
かるとよい。また、電
子黒板の有効活用やロ
イロノート等の活用を
進めていることは評価
できる。 

①観点別評価とそれ
を総括した評価であ
る評定に関し、成績
処理シートを通して
評価の仕方を改めて
考えることができ
た。授業改善プロジ
ェクトチームと連携
して、授業評価につ
いて校内講話の機会
をつくり、他校の研
修内容を共有するこ
とで授業評価の理解
を深めた。 
②基礎的、基本的な
知識・技能の習得や
それらを活用する力
を育むための家庭学
習の定着について、
日常的に学習を行う
生徒より、課題や定
期試験など必要に駆
られて学習を行う生
徒が多いことが分か
った。課題やテスト
の機会を増やすこと
で、家庭での学習機
会を増やし定着につ
なげたい。 

①令和７年度は全
科目において適正
な成績処理シート
に統一する。 
②・「生徒による
授業評価」では、
２回目の評価が１
回目より低下して
いる項目に関して
は、各教科および
授業研究部会と連
携し、授業力向上
のポイントを整理
して研究テーマを
定めた授業改善を
図り、0.3 ポイン
ト以上の評価の向
上をめざす。 
②日常的に家庭学
習に取り組む生徒
を 60％に増やす策
を講じるととも
に、来年度以降も
計画的な学習調査
を実施し、データ
を蓄積することで
学習状況の把握や
分析に活用する。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①生徒の基本的な生
活習慣の確立と集団
生活の基本的なルー
ル・マナーを守る意
識を育む。 
②生徒同士が主体的
にかかわり合い相互
理解を深めるインク
ルーシブな学校づく
りに取り組む。 
 

①学校生活の基本的な
ルール・マナーを指
導・支援する。 
②相互理解に係る学習
会や面談の機会を設定
し、多様な考え方を認
め合う居心地のよい学
習環境をつくる。 
 

①月ごとに遅刻者数の推
移を把握し、対象者へ
の継続的・計画的な指
導を行う。 

②・人権にかかわる学習
会や相互理解を深める
学習会を開催する。 

・年度当初や長期休業中
に生徒との面談の機会
を設定する。 

①・交通マナーに係る苦
情や事故を減らすこと
ができたか。 

・遅刻指導対象者を減ら
すことができたか。 

②・全校生徒を対象に人
権にかかわる学習会と
相互理解を深める学習
会を３回以上実施する
ことができたか。 

・生徒との複数回の面談
の機会を活用し、専門
家による教育相談につ
なげたり、進路支援に
生かしたりすることが
できたか。 

 
 
 
 
 

①・自転車による苦情
件数は 11 件で昨年度の
8件より増えている。 
・月に遅刻５回以上の
生徒を対象に継続的な
指導を実施している
が、対象者数が 118 人
増え、昨年度を大幅に
上回ってしまった。 
②・人権研修会１回と
相互理解教育学習会を
２回開催した。 
・年度はじめの面談や
かながわサポートドッ
クによる面談を実施
し、SC や SSW や外部機
関につなげることがで
きた。 
・1 学期・2 学期とも、
学期半ばで全生徒との
面談を実施し、問題の
早期把握・早期解決に
つなげた。 
 

①・警察などと協力
し、全学年対象とし
た交通ルールの講習
会を行う。 
・３学年は進路決定
後に遅刻者が増えて
しまう傾向があるが
保護者への協力要請
を含め効果的な遅刻
指導を模索する。 
②・講師や内容を決
める時のリソースが
少ない中、生徒の気
づきを促し、意識や
行動の変容を促す効
果的な研修会を企画
する。 
・サポートドックの
分析から漏れた生徒
の相談体制を含め体
制の見直しを図る。 
 

①・苦情内容に応じた
対応策を検討するべき
だ。道路交通法の改正
が厳しくなる現状の中
で、交通ルールやマナ
ーを守る話をしてほし
い。また、地区の交通
安全大会の動画などを
生徒に配信し視聴して
もらうなどの工夫もよ
いと思う。 
・遅刻者数（特に３年
生）については、昨年
の３年生の倍、２年次
から３年次の倍増には
驚きを隠せない。家庭
への協力も必要だ。 
②人権教育や相互理解
を深める活動はとても
大切で、効果的な取組
を実施した。今後も継
続して実施してほし
い。 

①・登校時に職員が
巡回指導を行ってい
る時は通学マナーが
守れている。また、
ルールやマナー違反
にはその都度注意指
導はできている。注
意の目がない場所や
時間帯で苦情をいた
だくことが多い。 
②・生徒の実態に合
った研修内容を企画
し、どのような結果
（成果）がでたのか
をまとめる必要があ
る。 
・サポートドックの
実施時期を面談週間
に合わせて実施する
と効果的だと思われ
るが、システム等の
理由で難しい。 

①・関係機関と協
力し、交通マナー
講座等を全学年で
実施する。 
・遅刻指導の際に
家庭への協力をお
願いする。 
②あらかじめ研修
内容等に関するア
ンケートを取り、
生徒の実態に合っ
た研修を行う。ま
た、継続的なテー
マで研修を行い、
生徒の考え方や行
動の変容を促す。 
・サポートドック
の分析から漏れた
生徒を教育相談コ
ーディネーターで
面談を行うなどの
対応を行う。 



 

 

 
視点 

４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月３日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①生徒一人ひとりの
個の力を生かした進
路実現・自己実現の
支援に取り組む。 
②体験的な学習やキ
ャリア教育・シチズ
ンシップ教育等の機
会を充実させ、組織
的な進路指導・支援
を行う。 

①・総合的な探究の時
間での進路学習や業者
テスト等を計画し、計
画的・効果的なキャリ
ア教育に取り組む。 
②・消費者教育・政治
参加教育・防災教育の
充実を図る。 

①スタディーサポートや
外部試験を活用・分析
を行い、生徒の主体的
な学習活動・進路支援
につなげる。 

②夏季休業中の体験学習
や防災教育の充実を図
る。 

 

①総合的な探究の時間や
個別面談の機会を通じ
て、外部試験等のデー
タを活用しながら学習
支援や進路支援を行う
ことができたか。 

②・夏季休業中の体験学
習等への参加者を増や
すことができたか。 

・時勢の問題に照らして
防災意識を高める活動
を計画することができ
たか。 

 

①総合的な探究の時間
においては、上級学校
の説明会や調べ学習を
実施し、体験の機会を
設定した。また、1,2年
生で校外模擬試験の受
験者数が増えた。 
②・オープンキャンパ
ス等への参加を促す説
明会を行ったが、体験
学習等への参加者は半
減した。 
・２回の防災学習を通
じて、地震だけでなく
風水害や土砂災害等に
ついても理解を深め、
日ごろの備えの重要性
を確認した。 

①試験の業者をある
程度統一させること
により、生徒個人の
学力の推移を進路指
導へつなげる。 
②・長期休業を稼業
期間とは異なる学び
の期間と捉え、意義
ある教育活動・進路
活動を模索する。 
・その場限りの理解
ではなく、災害発生
時に自分の身を守る
行動を適切に取れる
よう、知識・技術の
定着を図る。 
 

①１年生の段階で上級
学校訪問を実施したこ
とはよかった。希望の
進路が確定する前に仕
事や学びの分野を幅広
く学習してほしい。 
②今年度は体験先が３
社減っている。参加希
望が少なかったのか選
択する企業数が少なく
なってしまったのかが
気になった。多くの生
徒が卒業後に上級学校
に進学するとしても、
就業体験は貴重な学び
の場であるので、より
多くの生徒に体験でき
る場を設定する必要が
ある。 

①上級学校訪問がで
きるようになり、職
業ガイダンスからの
進路選択の流れがで
きつつある。多様な
進路から具体的な進
路学習へとすすめて
いく道筋をつくっ
た。 
②・長期休業を有効
活用できるよう、早
めに参加を促した
い。体験先の開拓も
早めに行いたい。 
・自らの生活に即し
た形で、防災・減災
に関する知識及び心
構えを身につけた。
いざという時の行動
実践に向け、さらに
防災・減災に係る理
解を定着させたい。 

①実力試験のデー
タ分析や職業ガイ
ダンス、上級学校
訪問でも学びや体
験を具体的な進路
選択に活用する。 
②・インターンシ
ップの参加者等を
増やせるよう、ア
ナウンスの方法に
工夫を凝らす。 
・常に大地震や大
規模な風水害が発
生するおそれがあ
るという認識を深
めさせ、家庭や友
人間でも、平時か
ら情報共有や災害
時の行動シミュレ
ーションを行うよ
う促す。 

４ 地域等との協働 

①インクルーシブな
学校づくりのため
に、支援学校や地域
の施設や企業と連携
する。 
②地域との様々な協
働を模索し、生徒組
織による活動発信や
広報活動の充実を図
る。 

①地域との合同による
防災訓練や衛生活動等
を実施し、連携を深め
る。 
②地域の教育資源を活
用したり、諸機関との
連携を図ったり、学校
行事を公開したりする
ことで連携事業を模索
する。 

①・消防署と連携し、防
災訓練・講話を実施す
る。 

・自治会と連携し、通学
路や地域の公園等を清
掃する。 

②特別支援学校と連携
し、インクルーシブな
学校づくりについて交
流を図る。 

①・地域の防災に係る理
解を深め、避難経路・
避難方法の確認や災害
時帰宅訓練を行うこと
ができたか。 

・生徒組織を活用し、定
期的な地域清掃を実施
することができたか。 

②特別支援学校と連携
し、学校行事における
協働作業や交流を図る
イベントを実施できた
か。 

 

①・消防署の指導の下
で防災訓練を実施し、
災害発生時の注意事項
や消火器の使い方等に
ついて理解を深めた。 
・全学年で地域貢献活
動を実施し、地域の美
化に取り組んだ。 
② 両校の共催である体
育祭ではダンス部との
交流パフォーマンスで
盛り上がり、クラス対
抗大縄跳びでは特別支
援学校の３年生が優勝
し大きな拍手がおこっ
た。同じく両校の共催
である文化祭は保護者
や地域に公開する形で
交流した。 

①・高校生として、
地域の防災・減災に
貢献できるような知
識・技術・心構えを
身につける機会を設
けたい。 
・生徒各自が日常生
活や居住地域でも生
かせるよう、活動を
契機に公共空間の美
化意識を高める。 
② 相互理解学習会や
清掃活動、校内環境
整備などの活動にお
いても、地域等と交
流できる機会を模索
する。 

①地域への貢献は大変
よいと思う。また、防
災への知識を高める取
組も進んでいる。 
②文化祭では、地域と
の交流を図る企画がも
う少しあってもよい。
例えば、部活動等を活
用し、地域の小学校や
中学校との連携発表な
どもよいと思う。 

①・学校で地震に遭
遇した際の対応は一
通りイメージできる
ようになった。 
・地域の美化に取り
組むと共に、たばこ
のポイ捨てやさまざ
まなゴミが不法に投
棄されている現状を
認識した。 
②生徒の主体的な活
動を促すことができ
た。アンケートから
も充実して盛り上が
ったとの回答が多か
った。また、高津支
援学校の分教室との
交流も生徒の大きな
プラスになってい
る。 

①・学校以外の場
所で災害が発生し
た際の行動につい
ても学ぶ機会を設
けたい。 
・周囲と協働して
地域の美化を進め
ていく。 
②部活動では中学
校との合同練習の
機会を増すこと
や、小学校の体育
祭や陸上競技大会
などで本校生徒が
指導・支援にかか
わることなどの取
組を復活させる。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①インクルーシブ教
育の視点から安心・
安全な教育環境の整
備をすすめる。 
②働き方改革を推進
し、教職員が生徒と
向き合う時間を確保
することで信頼され
る学校づくりをめざ
す。 

①清掃活動・ごみの減
量及び分別を徹底する
とともに施設・備品等
の修繕をすすめる。 
②業務の精選を行うと
ともに、効率のよい会
議運営を行う。 
 

①・ごみの分別指導を徹
底する。 

・50 周年事業の予算等を
活用して施設・設備の
状況に応じた修繕を行
う。 

②恒例的で簡易的な業務
案件について、会議の
設定の仕方や協議方法
を見直す。 

 

①・ペットボトルのキャ
ップを分別し、SDGｓ
事業に貢献できたか。 

・施設・設備の状況が改
善され、安心・安全な
教育環境を整備できた
か。 

②書面開催や稟議対応等
により、通常の会議時
間を短縮したり、回数
を減らしたりすること
ができたか。 

 

①・ペットボトルキャ
ップの回収が進み、
38kgまで到達した。 
・ゴミの分別の徹底に
ついて、折々に注意喚
起をおこなった。 
・50 周年記念事業の予
算の活用と同窓会から
の寄付により、古くな
った生徒用ロッカーや
下駄箱を廃棄し、新た
な備品を設置する計画
が進んだ。 
②会議資料をデータ化
しペーパーレスを進め
たり、会議時間の短縮
を図ったりすることが
できた。 

①・50kg の回収でワ
クチンをつくること
につながる取組だと
いうことを生徒たち
に周知し取組をより
活発化する。 
・ゴミの分別の必要
性についての知識を
深め、美化活動の基
本的な事柄から指導
の徹底を図る。 
②会議時間の短縮化
を図ることはできた
が、会議内容の共有
や実働の効果につい
ては行き届かない実
態があることは今後
の課題である。 
 

①・38kg ものペットボ
トルキャップの回収が
できたことはよいこと
だ。よい取組なので、
体育祭や文化祭などの
大きな行事でも呼びか
けを行ってみてはどう
だろうか。こうした活
動を継続していけると
よい。 
・ゴミの分別について
は、文化祭の時、校内
のゴミ箱に分別せずに
捨ててしまう生徒を見
て残念に思った。公共
の場やみんなの生活の
場を清潔に保つ日常的
な取組であってほし
い。 

①・ペットボトルキ
ャップの回収をとお
して環境やＳＤＧｓ
への意識を高めるこ
とにつながった。 
・文化祭での大量消
費・大量廃棄の状況
を改善したい。 
②会議時間の縮小化
は進んだものの、イ
ンクルーシブ教育推
進などの取組につい
ては、業務を各グル
ープや各学年に移管
したことによって、
情報共有と進行が停
滞しないよう管理す
ることが課題であ
る。 

①・ペットボトル
キャップの回収の
成果を全校集会な
どの機会に周知す
る。 
・廃棄物量を抑制
し、３Ｒの徹底に
向けて意識改革を
促す。 
②働き方改革の推
進に係る視点と生
徒に対する取組の
教育効果の視点で
議論が二分するこ
とについて整理
し、学校教育計
画・学校目標の実
現に係る取組の進
行管理を行う。 

 


